
 

※令和５年度以降入学生用 

学校番号 ３０１４ 

令和５年度  

 

教科 ガイダンス 科目 
ＰＢＬ 

ガイダンス 

単位

数 
１単位 年次 １年次 

使用教科書  

副教材等 藤井寺工科高校独自作成プリント他 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「PBLガイダンス」とは「PBL」と「キャリアガイダンス」を足した造語で、この授業はこれから

藤井寺工科高校で学んでいくうえで、皆さんは卒業という目的を達成するまでに様々な困難に遭

遇し乗り越えていく必要があります。そのためには自ら課題を発見し、自ら解決する力を身に付

けることが重要です。その基礎能力を身に付けるのがこの授業の目的です。本校では 1 年生の

「PBL ガイダンス」で PBL の手法を取り入れながら皆さんのキャリア形成を手助けし、2 年生の

「探究」、3年生の「課題研究」とステップアップしていき、皆さんの能力を育成していきます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

PBL の見方・考え方を働かせ，地域や社会の人，もの，ことに関わる総合的な学習を通して，自

己の在り方生き方を考えながら，適切で論理的な課題の発見と解決ができるようにするために，

以下の資質・能力を育成する。 

（1）地域や社会の人，もの，ことに関わる PBLの過程において，課題の解決に必要な知識及び技

能を身に付けるとともに，地域や社会の特徴やよさに気付き，それらが人々の関わりや協働によ

って支えられていることに気付く。 

（2）地域や社会の人，もの，ことと自分自身との関わりから問いを見いだし，その解決に向けて

仮説を立てたり，調査して得た情報を基に分析したりする力を身に付けるとともに，論理的にま

とめ・表現する力を身に付ける。 

（3）地域や社会の人，もの，ことについて主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生

かしながら，持続可能な社会を実現するために行動し，社会に貢献しようとする態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

疑問に思うこと、また、それ

を調べて解決できるように

する。人の意見を聞き、自分

の考えとの違いを確認する

ことで、疑問点解決の方法

を見つけるようにする。 

他者の考えや意見について、

自分の考えを持ち、それを伝

えることができる力を身に

付ける。 

インターネット上の情報の

確からしさを理解し、正しい

内容だけを精査するための

知識を身に付ける。また、他

者に対して伝える方法、言葉

や資料などをわかりやすく

作れるようにする。 

上に示す観点に基づいて評価し、学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

自
分
を
知
ろ
う 

・自己分析をする a:自分自身のことを言葉で表せる 

ようにする。また、仕事の内容を理 

解し、説明できるようにする。 

b:伝えたいことを伝わりやすい表

現にする。自分のなりたいもの、で

きるものの判断ができるようにす

る。 

c:周囲の意見を取り入れ、自身の考

えを修正できる。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

発
表
、
傾
聴 

発
表
、
資
料
作
成 

自
分
に
合
っ
た
仕
事
と
は 

・職業に対する興味テス

ト 

・日常生活から職業を考

える 

a:ワークシートに取り組み、分から

ない単語などは調べる。 

b:自分の結果を分析する。 

c:分析した結果を他者に伝わるよ

うに工夫する。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

発
表
、
傾
聴 

発
表
、
資
料
作
成 

系
の
選
択 

・系とは？ a:調べる内容の精査ができ、必要な 

事柄だけをまとめることができる。 

b:お互いにまとめた内容を照らし 

合わせて、更に精度の高い内容にす

ることができる。また、傾聴するこ

とで、必要な内容を聞き逃さない。 

c:調べたい内容を事前に準備でき、

疑問点については質問ができる。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

発
表
、
傾
聴 

資
料
作
成 

職
業
を
知
ろ
う 

・身近な人の労働に学ぶ 

・身近な人の労働に学ぶ 

をみんなで考える 

a:身近な人に取材を行い、その内容

を文章でまとめることができる。 

b:まとめる際の表現方法に注意し、

誰しもが理解しやすい表現になっ

ている。 

c:聞くべき内容が整理されており、

まとまった表現で表されている。 

傾
聴
、
記
録 

発
表
、
傾
聴 

発
表
、
資
料
作
成 

仕
事
を
理
解
す
る 

・１２の職業分野から自

分に合った仕事を探

す。 

a:職業分野の説明文を読み、それぞ

れにどんな職業があるかを調べる

ことができる。 

b:各分野の職業が、どの説明文に当

てはまるかを考えることができる。 

c:各職業分野中から自分が興味を

持った職業を理由とともに上げる

ことができる。その中から希望の順

位をつけることができる。 

調
べ
作
業 

発
表 

発
表
、
資
料
作
成 
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後
期 ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
シ
ー
ト 

・ライフプランシート a:20 歳、30 歳、40 歳の時の自分に

ついて想像することができる。 

b:自分のライフプランをまとめて

他者と意見交換するとこができる。 

c:ライフプランシートを作成する

ことによる気付きや他者の意見を

取り入れることができる。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

発
表
、
傾
聴 

発
表
、
資
料
作
成 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン 

・高卒で就職するのは得

か？損か？ 

a:自分が与えられた役割を理解し、

ソロワークに取り組む。 

b:ソロワークの結果を共有し、グル

ープの意見をまとめる。 

c:まとめられた意見を他者に伝わ

るように発表資料を作成すし、ルー

ブリックによる振り返りを行う。 

 

 

調
べ
作
業 

発
表
、
傾
聴 

発
表
、
資
料
作
成
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク 

Ｐ
Ｂ
Ｌ 

・無人島脱出プランを考

える 

・学校の魅力を上げるプ

ランを考える 

a:自分が与えられた役割を理解し、

ソロワークに取り組む。 

b:ソロワークの結果を共有し、グル

ープの意見をまとめる。 

c:まとめられた意見を他者に伝わ

るように発表資料を作成すし、ルー

ブリックによる振り返りを行う。 

 

 

調
べ
作
業 

発
表
、
傾
聴 

発
表
、
資
料
作
成
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク 

振
り
返
り 

・自己評価と考察 a:ルーブリックによる自己評価を

行う。 

b:自己評価に基づいて評価の考察

を行う。 

c:今後の学校生活での自分の目標

を決めることができる。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

評
価
の
考
察 

目
標
設
定 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


